
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

　
◆
第
９
回
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

＆
コ
キ
ー
ズ
演
奏
会

【
日
時
】
５
月
24
日
（
日
）

　

13
時
30
分
開
場
・
14
時
開
演

【
場
所
】
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

【
主
な
演
奏
曲
】
四
季
の
歌
・

荒
城
の
月
・
長
崎
の
鐘
・
遠
く
へ

行
き
た
い
・
旅
人
よ
・
ア
ナ
雪
他

※

み
ん
な
で
歌
い
ま
し
ょ
う
の

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

三
谷
誠
郎
☎
52
・
４
８
３
２

◆
０
才
か
ら
の
ジ
ャ
ズ
コ

ン
サ
ー
ト

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
躍
す
る

ピ
ア
ニ
ス
ト
に
よ
る
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
本
格

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
。

【
場
所
】
の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
・
サ
ン
ホ
ー
ル

【
日
時
】
５
月
26
日
（
火
）

15
時
開
演

【
料
金
】

◆
大
人
１
０
０
０
円

◆
子
ど
も
500
円
（
当
日
各
200
円

増
）

【
出
演
】
ク
ニ
三
上
ト
リ
オ

【
演
奏
曲
】
Ａ
列
車
で
行
こ
う
、

ア
ナ
と
雪
の
女
王
他

【
問
い
合
わ
せ
先
】

野
市
中
央
公
民
館

☎
56
・
１
０
５
６

◆
山
ガ
ー
ル
・
カ
レ
ッ
ジ

２
０
１
５
ｉ
ｎ
甫
喜
ヶ
峰

　

登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
始

め
て
み
た
い
方
や
、
始
め
た
ば

か
り
の
女
性
を
対
象
に
、
登
山

の
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
習

得
は
も
ち
ろ
ん
、
登
山
フ
ァ
ッ

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

モ
コ
ち
ゃ
ん

今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

掲載を希望される方を募集していま

す。詳細はお問い合わせください。

申し込みは誕生月の前月１日まで 。 

      総務課    ☎５３－３１１２問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

　　
(山田高校マンガ部)

シ
ョ
ン
ま
で
学
べ
る
教
室
で
す
。

【
日
時
】
５
月
24
日
（
日
）

９
時
30
分
～
14
時
30
分

【
場
所
】

県
立
甫
喜
ヶ
峰
森
林
公
園

【
参
加
料
】
１
０
０
０
円

【
締
切
日
】
５
月
19
日
（
火
）

※

先
着
30
名

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

県
立
甫
喜
ヶ
峰
森
林
公
園

☎
・　

57

・

９
０
０
７

◆
11
月
号
の
感
想

（
第
55
回
か
み
か
み
ク
イ
ズ
応
募
か
ら
）

刃
物
ま
つ
り
の
か
か
し
コ
ン
テ

ス
ト
は
創
造
性
豊
か
で
す
ば
ら

し
か
っ
た
で
す
。
さ
お
か
豊
穣

祭
の
や
っ
こ
ね
ぎ
飛
ば
し
大
会

に
高
知
工
科
大
学
の
留
学
生
が

参
加
し
、
『
た
だ
い
ま
留
学

中
』
の
連
載
に
親
近
感
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

 

◇　
　

◇　
　

◇

香
美
史
探
訪
記
を
い
つ
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
知
ら
な
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
と
て

も
興
味
が
湧
き
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

 

◇　
　

◇　
　

◇

い
つ
も
広
報
香
美
を
楽
し
み
に

読
ん
で
い
ま
す
。
マ
ジ
メ
な
内

容
と
楽
し
め
る
内
容
の
バ
ラ
ン

ス
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

▼
今
年
の
桜
の
散
り
際
は
、
い

つ
に
も
増
し
て
あ
っ
と
い
う
間

で
し
た
。
今
月
の
表
紙
に
は
、

ラ
ー
ゴ
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携

45
周
年
を
記
念
し
た
、
桜
の
記

念
植
樹
の
様
子
を
掲
載
し
ま
し

た
。
訪
問
を
歓
迎
す
る
か
の
よ

う
に
花
開
い
た
桜
。
今
年
の
桜

は
散
り
ま
し
た
が
、
来
年
も
ま

た
、
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
は

ず
で
す
。
両
市
の
絆
が
末
永
く

続
き
ま
す
よ
う
に
。
（
小
松
）

や
な
せ
た
か
し

Ｃゆ
ず
ぼ
う
や

ご応募をおまち

しています

た
だ
い
ま

り、仙頭・岡ノ内・中谷川の集

落に、その内の３人を受け請わ

せたと記録が残っている。

　その後、国親と貞弘は和睦。

国親は、貞弘と大西二郎左衛門

に上韮生の支配を任せた。

　天正年間（１５７３～１５９１）、

久保氏は高尾城を本拠とすると、

熊山の青龍寺を堂ノ岡に移して、青龍山宗安寺と

号した。この寺は明治４年まで続き、寺跡には観

音堂が建てられた。本尊薬師如来と木尊正観音像

が、住職の位牌と共に安置されている。

　高尾城址は、高井集落の東側に位置する小高い

丘の上にあり、久保氏累代の墓所が残る。関所役

人久保源兵衛盛弘の二女靄は、国中に比べる者の

ない美人と言われ、大栃の庄屋に嫁いだが、承応

２年（１６５３）、１９歳の若さで亡くなった。県

道を奥に行くと、上段に宝篋印塔（寛政７年）が

ある。天明８年

（ １７８８ ）の

『 久 保 の 大 崩

え』と呼ばれる

災害で亡くなっ

た久保源兵衛以

下２８名を供養

するものである。

（香美史談会）

　物部町久保村に勢力のあ

った久保氏の祖は、平教盛

の二男門脇國盛である。そ

の六代目・門脇但馬守貞吉

は、阿波祖谷山久保ノ庄に

住み、延文３年（１３５８）、

韮生郷久保熊山を拓き、熊

山城を築いた。さらに応永

３年（１３９６）には、八幡

宮と東光山青龍寺を建立した。

　当時、久保高井の高尾山に、出城として高尾城

を置いていたと言われる。延文４年、この城をめ

ぐって山田氏と争ったが、久保軍はよく防ぎ、山

田氏の軍勢を撤退させた。その後和睦し、山田氏

のために韮生の豪族を監視していたという。

　天文１８年（１５４９）に長宗我部氏に敗れた山田

元義を、久保貞弘がかくまった。

　南路志に「専当左京介代御奉公之事」とある。

つまり仙頭の集落

に対し「長宗我部

国親様が韮生久保

攻めをする際は味

方すること」と命

令しているのであ

る。久保熊山城へ

忍の具足３０人を

出兵させるに当た

たじまのかみ

わぼく

つる

つ

ほうきょういんとう

せんどう

せんどう

▲観音堂（宗安寺跡）

▲宝篋印塔

No.９６

香美史

記訪探

第70回
久保氏

（物部町久保）　

２６Kami

掲　

示　

板

南池

FAX

ち
ま
し
た
。
そ
の
間
、
時
間
を

見
つ
け
て
は
日
本
の
い
ろ
い
ろ

な
所
に
行
き
ま
し
た
。
倉
敷
、

岡
山
、
大
阪
な
ど
で
す
。
日
本

文
化
研
修
に
も
参
加
す
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
大
学
祭
、
花

博
覧
会
、
茶
会
な
ど
で
す
。
こ

れ
ら
の
経
験
は
と
て
も
楽
し
い

も
の
で
し
た
。
日
本
の
料
理
、

文
化
は
面
白
い
で
す
。
和
食
で

は
、
特
に
天
ぷ
ら
と
寿
司
が
大

好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

留
学
と
い
う
貴
重
な
チ
ャ
ン

ス
を
生
か
し
て
、
友
だ
ち
を
た

く
さ
ん
作
り
た
い
で
す
。
そ
し

て
学
術
研
究
分
野
だ
け
で
な
く
、

中
国
と
日
本
の
文
化
を
お
互
い

に
幅
広
く
知
り
合
っ
て
、
交
流

を
深
め
た
い
で
す
。
そ
し
て
中

国
と
日
本
の
懸
け
橋
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

香
美
市
の
皆
さ
ん
、
私
は
こ

れ
か
ら
２
年
半
、
香
美
市
に
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

　

香
美
市
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
。
私
は
２
０
１
４
年
10
月

か
ら
、
高
知
工
科
大
学
大
学
院

博
士
後
期
課
程
で
情
報
工
学
を

研
究
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
主

に
並
列
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
研

究
対
象
で
す
。

　

私
は
中
国
の
安
徽
省
淮
南
市

か
ら
来
ま
し
た
。
安
徽
理
工
大

学
で
２
０
０
７
年
に
修
士
号
を

取
得
し
、
２
０
１
４
年
９
月
ま

で
、
７
年
間
大
学
教
員
と
し
て

働
い
て
い
ま
し
た
。

　

安
徽
省
淮
南
市
は
、
中
国
の

中
で
も
特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

産
業
が
発
達
し
た
都
市
で
す
。

そ
こ
に
立
地
す
る
母
校
は
、
工

学
を
専
門
と
す
る
大
学
で
す
が
、

経
営
学
、
経
済
学
、
法
学
、
医

学
、
芸
術
な
ど
の
学
部
も
あ
る
、

学
生
数
２
４
，
５
４
４
名
、
教

職
員
３
，
０
０
０
名
の
総
合
大

学
で
す
。

　

香
美
市
に
来
て
６
カ
月
が
た

郝
偉
（
ハ
オ
・
ウ
ェ
イ
）

中
国 

／
安
徽
省
淮
南
市
出
身

３０Kami３１ Kami

香
ち
は

か
ら

博
士

至 大栃

ばれる

くなっ

兵衛以

を

で

談

兵衛以

を供養

である。

談会）
南南

至 大栃至

至 

大
西

久保堂ノ岡

久保高井

高尾城址

●

寛政７年）が

保堂ノ岡

●●●●●●●●●
観
音
堂●

郝

池

郝

南池南

高井久保高

尾城址高尾 ●

県
道
久
保
大
宮
線

　
(山 高校 ガ部)
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